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本製品について

取り付けできる扉

ポルタ 施工説明書 部品セット品番

重量用連動引戸　左右引き分け/2枚扉仕様

60Hシンクロ、60HCシンクロ
100Hシンクロ、100HCシンクロ 42-3027-072

本書はスガツネ工業（Hawa Sliding Solutions 社の日本正規代理店）が用意したものです。
正規購入ルートでの購入・検討の際にのみ、ご利用願います。

このたびは、弊社製品をご採用いただきありがとうございます。施工前に本書をよくお読みのうえ、正しく施工してください。 
施工後は、本書をいつでも取り出せるよう保管してください。
本書は、2枚の扉を連動させる機構部品の取付説明書です。以下に示す基本モデルの部品セットと併用して連動引戸を構成 
します。レールやローラー等、基本部分の施工については、それぞれの説明書をご覧ください。

●   ポルタ (60H・60HC・100H・100HC)の部品セットと
併用し、2枚の引戸を引き分け方向に連動させる為の部品
セットです。

正しく安全に施工していただくために

扉幅 1200 mm以下

扉高さ 2700 mm以下

扉厚 30～40 mm

扉質量
(1枚当り )

60 kg 以下 (60H・60HC)
100 kg 以下 (100H・100HC)

ポルタ 60H、60HC ………… 品番 : 57-3138-071
ポルタ 100H、100HC ……… 品番 : 57-3138-071

警告 死亡または重傷を負うおそれがある内容を示します。   

注意 軽傷を負うことや、物的損害が発生するおそれがある内容を示します。   

本製品の施工は、知識、経験のある方が本書に従い正しく行ってください。施工に不備があると、扉の脱落などにより思わぬ
けがをするおそれがあります。

本製品は建具を構成する為の部品です。施工後に、最終製品としての機能及び安全性をご確認ください。
また、使用者へ建具を安全に使用するための注意事項を伝えてください。

指定寸法、仕様、各部の水平、垂直を必ず守ってください。枠、扉の反り、傾きやねじれは、故障などの原因になります。
部材を切断した場合、切断面のバリやかえりはきれいに取り除いてください。
切りくずがレールの中に残らないよう、きれいに取り除いてください。

ねじの緩み等異常がないか、定期的に点検し、増し締めしてください（お使い始めから1ヶ月後と6ヶ月後、
その後は1年ごとを目安にしてください）。

扉の質量、扉の開閉時の衝撃に耐えうる強度の枠を製作してください。また、ねじは必ず指定したものを使用し確実に
締めつけてください。取付強度が不足していると、扉が脱落してけがをするおそれがあります。
本来の目的とは異なる使用方法や本書に示す仕様以外の扉には使用しないでください。
本書で説明する部分以外の分解、および改造はしないでください。

禁止警告
注意 厳守

図記号の意味
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使う工具と準備していただくもの

プラスドライバー (PZ用)　2番 六角レンチ (呼び4) スパナ (呼び 10、13)

① プーリー

2ヶ

② スペーサー

2ヶ

③ ロープガイド

2ヶ

④ シンクロブラケット

2ヶ

⑤ 連動ロープ

1ヶ
⑥ 取付ねじ
十字穴付なべタッピンねじ 5× 25　……………………………　2ヶ
十字穴付なべタッピンねじ 5× 35 　……………………………　4ヶ

寸法図

品番：42-3027-072

本書では、シンクロ独自部分のみ説明します。全体の納まりについては、各基本モデルの説明書をご覧ください。

部品セット一覧
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施工手順
ここでは、シンクロ機構に関わる手順のみを説明しています。全体の施工手順は基本モデルの施工説明書をご覧ください。

⑥なべタッピンねじ5×35

⑥なべタッピンねじ5×25

③ロープガイド

①プーリー

②スペーサー

⑤シンクロブラケット

1352×Ø3×3穴

354

30 100 45 100 100 45 100 3030 30

従扉

主扉

1 扉への部品取付け

2 上レールへのシンクロ部品挿入

キャッチ

ストッパー本体

外す

キャッチ付ストッパーの場合、
事前にキャッチを外します。 開き 保持させる場合は、

キャッチ付ストッパーを
使う。

従扉

主扉
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❷

❹

❸
❼2ヶ所にロープを
挟み7～8 N･mで
締め付ける
 

（両方の扉を全開にした状態で作業してください。）

3 連動ロープの取付け

主扉

従扉

主扉の
シンクロブラケット

❶ここにロープをかけ
ボルトを締める

(7～8 N･m)❺ここにロープを
かける
❻ロープを45N弱で
引きながらボルトを
締める (7～8 N･m)
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以降の手順（扉の閉じ位置調整等）については、基本モデルの説明書をご覧ください。


